
問
答

長期的かつ総合的
な政策を

先進自治体も
参考に取り組む

▲こども基本法WEBサイト

こども基本WEBサイトは、
日本財団が運営しています。

〇
国
は
「
子
ど
も
に
関
す
る
取

り
組
み
・
政
策
を
社
会
の
真
ん

中
に
据
え
る
」
と
し
て
い
る
。

本
市
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
、
以
下
を
問
う
。

子
ど
も
基
本
法
の
制
定
、

子
ど
も
家
庭
庁
の
設
置
に
対
し

て
、
市
は
ど
う
認
識
し
、
対
応

し
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
先
進
的

な
施
策
を
取
り
込
む
な
ど
、
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し

て
い
く
。

基
本
法
に
定
め
ら
れ
た

「
こ
ど
も
大
綱
」
ま
た
「
子
ど

も
計
画
」
策
定
の
認
識
と
対
応

は
。

市
子
ど
も
計
画
に
子
ど
も

た
ち
に
必
要
な
施
策
を
盛
り
込

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

周
知
と
理
解
、
共
感
と
共

有
を
深
め
て
い
く
た
め
に
も
、

弥
富
市
版
の
「
共
育
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
は
。

今
後
策
定
す
る
市
こ
ど
も

計
画
に
反
映
し
、
本
市
が
目
指

す
「
共
育
」
の
普
及
に
努
め
て

い
く
。

公
的
な
第
三
者
の
子
ど
も

の
権
利
擁
護
機
関
の
設
置
と
、

設
置
の
根
拠
と
な
る
条
例
の
制

定
へ
の
市
の
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
先
進
自

治
体
も
参
考
に
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。

市
長
は
先
の
選
挙
に
お
い

て
「
人
権
教
育
の
充
実
」
を
公

約
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
た
が
、

そ
の
決
意
も
含
め
総
括
的
な
見

解
は
。市

長
　
「
子
ど
も
が
主
役

の
弥
富
市
」
を
目
指
し
、
関
連

施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め

て
い
く
。

公明党
堀岡 敏喜 議員

地域とともに推進していく答
部活動の地域移行の取組は問

加藤 克之 議員
やとみ志政会

問
答 子
ど
も
が
主
役
の
弥
富
を
目
指
せ

必
要
な
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
く

〇
市
内
中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
以
下
を
問
う
。

各
中
学
校
の
部
活
動
状
況

は
。

学
校
教
育
課
長
　
弥
富
中

学
校
は
運
動
部
12
、文
化
部
３
。

弥
富
北
中
学
校
は
運
動
部

10
、
文
化
部
２
。

十
四
山
中
学
校
は
運
動
部

５
、
文
化
部
１
。
　

令
和
5
年
度
か
ら
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
委
員
会
に
お
い
て
課

題
を
整
理
し
、
関
係
団
体
と
調

整
し
て
い
く
。

日
本
中
学
校
体
育
連
盟
の

現
状
と
今
後
は
。

中
学
校
等
の
生
徒
を
対
象

と
す
る
大
会
へ
の
参
加
に
つ
い

て
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

令
和
５
年
度
か
ら
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
活
動
に
参

加
す
る
中
学
生
の
全
国
大
会
へ

の
参
加
を
承
認
。

取
り
組
み
体
制
は
。

専
門
的
指
導
者
と
し
て
部

活
動
指
導
員
を
お
願
い
し
、
学

校
部
活
動
か
ら
地
域
部
活
動
へ

の
流
れ
と
し
て
素
地
を
作
っ
て

い
く
。
　

部
活
動
の
ス
ポ
ー
ツ
系
と

文
化
系
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

か
。

競
技
団
体
や
文
化
芸
術
団

体
と
調
整
し
な
が
ら
進
め
る
。

愛
知
大
学
生
と
連
携
協
力

の
依
頼
を
試
み
て
は
。

愛
知
大
学
や
愛
知
学
院
大

学
と
の
間
に
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

令
和
５
年
度
の
連
携
事
業
と
し

て
協
議
し
て
い
く
。

市
長
の
見
解
は
。

市
長
　
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
に
継
続
し

て
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会

の
確
保
と
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
の
仕
組
み
を
地
域
と
共
に

推
進
し
て
い
く
。
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昭
和
56
年
以
前
の
建
物

は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で

倒
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
「
木

造
住
宅
耐
震
診
断
等
事
業
」
や

「
民
間
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

金
制
度
」
の
利
用
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
理
由
と
認
識
は
。

都
市
整
備
課
長
　
工
事
費

が
高
額
、
所
有
者
が
高
齢
等
の

理
由
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
。

耐
震
性
の
低
い
建
物
の
組

織
的
な
調
査
は
。

考
え
は
な
い
が
、
補
助
金

活
用
を
周
知
す
る
。

津
波
・
高
潮
緊
急
時
避
難

場
所
及
び
指
定
避
難
所
不
足
の

認
識
と
対
策
は
。

弥
生
学
区
の
み
収
容
率
が

１
０
０
％
に
達
し
て
い
な
い

が
、
順
次
協
定
締
結
に
向
け
交

渉
。
避
難
所
は
状
況
を
的
確
に

把
握
し
有
効
に
活
用
。

公
共
施
設
再
配
置
計
画

で
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
大
規

模
改
修
が
必
要
な
施
設
と
想
定

金
額
は
。

財
政
課
長
　
多
数
あ
り
、

概
算
金
額
は
約
１
４
９
億
円
。

今
後
の
起
債
と
償
還
、
起

債
残
高
の
推
移
と
想
定
は
。

起
債
の
借
入
は
令
和
７
年

度
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
想
定
で

約
24
億
円
、
公
債
費
は
令
和
13

年
度
が
約
15
億
円
の
償
還
、
起

債
残
高
は
令
和
10
年
度
で
約
１

９
０
億
円
。

心
身
を
病
ん
で
休
職
し
て

い
る
職
員
が
増
加
し
て
い
る
。

休
職
職
員
の
認
識
と
対
策
は
。

人
事
秘
書
課
長
　
令
和
５

年
１
月
１
日
現
在
６
人
。
職
務

遂
行
能
力
に
見
合
う
か
考
慮
し

判
断
。弥

富
市
公
金
等
取
り
扱
い

適
正
化
対
策
委
員
会
の
、
そ
の

後
の
進
捗
管
理
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
は
。

総
務
部
長
　
指
定
管
理
者

の
導
入
を
含
め
、
経
済
的
な
料

金
で
予
算
化
で
き
る
よ
う
研

究
。

保
育
現
場
の
保
育
士
の
配

置
や
待
遇
の
改
善
の
た
め
に
、

他
市
で
は
国
よ
り
も
高
基
準
で

実
施
し
て
い
る
が
、
本
市
の
対

応
は
。児

童
課
長
　
初
任
給
は
、

国
が
示
す
基
準
よ
り
４
号
給
上

げ
た
給
与
体
系
に
な
っ
て
い

る
。

ひ
の
で
保
育
所
の
建
物
は

当
分
の
間
、
無
償
貸
与
し
、
必

要
に
な
っ
た
時
点
で
譲
渡
す
れ

ば
良
い
の
で
は
。

財
政
課
長
　
移
譲
す
る
こ

と
で
、
公
共
が
行
う
べ
き
事
業

を
維
持
し
つ
つ
、
サ
ー
ビ
ス
水

準
向
上
や
コ
ス
ト
縮
減
が
図
れ

る
。

無会派
佐藤 仁志 議員

若い世代に啓発活動を進める答
投票率向上に妙案とアイデアは問

加藤 明由 議員
無会派

問
答 災
害
時
の
体
制
確
立
を

補
助
金
活
用
を
周
知
す
る

問
答

特別職と議員の
報酬の透明性を

加算措置の明記を
検討

問
答

職員の働き方
組織風土の向上を

職務遂行能力を
考慮し判断

11
月
20
日
執
行
さ
れ
た
市

長
選
挙
の
投
票
率
46
・
18
％
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。

市
長
　
前
回
の
市
長
選
挙

と
比
べ
る
と
約
５
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
た
。
期
日
前
投
票
は
、
前

回
の
市
長
選
挙
と
比
べ
る
と
１

５
０
０
人
増
と
な
り
、
す
べ
て

の
投
票
区
に
お
い
て
増
加
し

た
。若

い
世
代
へ
の
啓
発
が
必
要

と
考
え
る
。

投
票
率
の
向
上
に
向
け
、

市
長
の
ア
イ
デ
ア
は
。

若
い
世
代
に
、
政
治
や
社

会
へ
の
関
心
を
高
め
る
主
権
者

教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
。今

後
は
、
教
育
委
員
会
と
連

携
し
て
、
市
内
小
中
学
校
、
高

校
へ
の
選
挙
に
関
す
る
出
前
講

座
で
模
擬
投
票
な
ど
の
実
施
。

生
徒
会
役
員
選
挙
な
ど
で
、
実

際
に
選
挙
の
よ
う
な
体
験
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
選
挙
へ
の

関
心
を
持
ち
、
選
挙
を
身
近
な

も
の
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
き
た

い
。

広
報
や
と
み
12
月
号
に
月

額
報
酬
は
正
確
に
公
表
さ
れ
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
特
別
職
と

議
員
の
期
末
手
当
が
実
際
の
支

給
額
と
差
が
あ
る
。
実
支
給
額

を
な
ぜ
公
表
し
な
い
の
か
。

総
務
部
長
　
市
長
等
及
び

議
員
の
期
末
手
当
は
、
報
酬
月

額
と
同
様
に
、
条
例
に
規
定
し

て
い
る
制
度
上
の
支
給
率
を
公

表
し
た
も
の
。

今
後
は
加
算
措
置
も
明
記
し

た
内
容
を
検
討
し
て
い
く
。

市
長
の
給
料
が
特
例
で

「
月
額
65
万
１
７
０
０
円
、
期

末
手
当
が
３
割
減
額
」
と
な
っ

た
理
由
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

が
な
ぜ
か
。

人
事
行
政
の
公
表
は
、
市

民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う
も
の

と
し
て
、
職
員
の
任
用
や
給
与

な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。

理
由
は
掲
載
し
て
い
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
主
要
地
方
道
弥
富
名
古
屋

線
の
開
通
見
通
し
は
」

▲熊本地震の倒壊家屋

▲2022年12月号 広報やとみ

▲

木
曽
川
堤
防
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